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評価・次年度に向けて 

Ⅰ子どもの育ちを

保障します 

幼保連携型認定こども園教

育・保育要領、保育所保育

指針等に基づき、福井の豊

かな環境を生かした質の高

い乳幼児の教育・保育を提

供します 

(1)乳幼児の教育・保育について、質の高い実践を行います。 □ カテゴリーⅠ（１） 

・月案会議を通して、全職員で保育の振り返りや行事の話し合いを行い、

職員で共有しながら次の活動に繋げる。 

カテゴリーⅠ（２） 

・保育者等の自己評価と教育・保育計画の見直しを行い、質の向上を図る。

また、保護者対象のアンケートを実施し、園全体の改善を行う。 

カテゴリーⅠ（５） 

・園内研修でドキュメンテーションやエピソード検討を年 4回行い、職員

間で共有し、保育の質の向上を図る。 

・みあいっこや公開保育に参加し、他園の職員と共に学び合い、職員一人

一人の知識、及び専門技術の維持・向上に努める。 

カテゴリーⅡ（９） 

・ドキュメンテーションを配信し、園での子どもの姿や育ちを保護者と共

有したり、必要に応じて個別に懇談したりして、保護者に寄り添い子育

ての不安解消につなげていく。 

カテゴリーⅡ（１０） 

・年 6 回、園開放を実施し、子育ての悩みを相談したり子育ての楽しさを

実感してもらう場を設けたりして、育児不安の軽減に努める。 

 

カテゴリーⅢ（１３） 

・こども家庭センターで開催されている健診について受診を促し、必要に

応じて関係機関と連携を行う。また、ことばの教室や発達相談会の情報

提供をする。 

 

カテゴリーⅢ（１４） 

・小学生と園児（５歳児）の交流行ったり、架け橋カリキュラムの作成や、

接続講座・研修の参加、移行支援会議等を行い、職員間の連携を深めた

りする。 

カテゴリーⅣ（１７） 

・地域住民による絵本のボランティアを年１０回実施する。 

・中・高校生の保育体験やインターンシップを積極的に受け入れる。 

カテゴリーⅤ（２１） 

・社会の動向と求められる役割についてや、これからの園のあり方につい

て全職員で考える場をもつ。 

  

(2)自己評価の研究・活用による教育・保育の質の向上を進めます。 □ 

(3)子ども一人一人のニーズに対応したきめ細やかな教育・保育を提供し

ます。 
□ 

(4)子どもの健康支援並びに安全の確保をします。 □ 

保育者等の専門性及び資質

の向上を図ります 

(5)保育者等の人間性と専門性の向上に努め、質の高い乳幼児の教育・

保育を展開します。 
□ 

(6)施設長の責務を明らかにし、専門性の向上に努めます。 □ 

(7)研修体系を確立し、研修意欲を高め、積極的に研修に取り組む環境を

作ります。 
□ 

Ⅱ子育て家庭を

支援します 

認定こども園、保育所等を利

用する保護者への支援の充

実を図ります 

(8)子どもを産み育てることへの不安を解消するための機能を発揮します。 □ 

(9)家庭との密接な連携を行い、子育てに共に取り組みます。 □ 

地域の子育て家庭への支援

の充実を図ります 

(10)子育ての喜びや楽しさを実感できるように、教育・保育の専門性を生

かした子育て支援を行います。 
□ 

(11)地域子育て支援を展開します。 □ 

(12)地域の子育て家庭に対する保育相談及び援助の充実を図ります。 □ 

Ⅲ多様な連携と

協働を進めます 

子育ち・子育て支援のネット

ワークの中で認定こども園、

保育所等の役割を発揮しま

す 

(13)福井市の支援事業実施関係機関や、地域を基盤とした子育て支援ネ

ットワークとの充実を図ります。 
□ 

(14)小学校等との連携を深めます。 □ 

(１５)認定こども園、保育所等が中心となった地域子育て協働を展開し、子

育て支援の総合的な拠点となります。 
□ 

地域と連携して教育・保育機

能を強化します 

(1６）地域の実情を把握し、子育て家庭を支える資源を活用し、連携を充

実します。 
□ 

Ⅳ子育て文化を

育みます 

子育てへの関心を高めます 

(17) 子どもと地域の人々との接点づくりに取り組みます。 □ 

(18）地域住民に認定こども園・保育所等への理解を深めてもらう取り組

みを進めます。 
□ 

子育て文化につながる活動

を広げます 

(19)子育て支援活動への参加のきっかけをひろげ、すべての子育て家庭

の親子の参加運動を進めます。 
□ 

(20)すべての世代が関わる子育て文化の掘り起こしや子育て支援の推進

や普及に取り組みます。 
□ 

Ⅴ安心して子ども

を生み育てる支

援づくりを進め

ます 

これからの乳幼児の教育・保

育及びその制度について研

究を行います 

(21)認定こども園・保育所等の役割、機能について研究を行います。 □ 

(22)これからの乳幼児の教育・保育制度について課題の共有を行います。 □ 

社会連帯による子育て支援

の仕組みづくりを進めます 

(23)福井市の児童福祉関係機関との連携を深め、教育・保育・子育て支

援の仕組みづくりを進めます。 
□ 
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